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※ フ ライ トマ ッ プ 別 添 


お ね が い 



















* 製 品 に は 万 全 を 期し て お り ま す が 、 正 常 は 、 問 題 点 を 具体 的 に 整理 し て 、 当 社 へ 
に 動作 し な い 場 合 は その 時 の 状況 を 明記 ご 質問 下さ い 。 
の 上 、 当 社 宛 郵送 し て くだ さい 。 当社 で お 末 い 合せ は 下記 まで 、 電 話 又は 封書 
テス ト 後 郵送 料 負 担 の 上 、 同種 の 製品 と で お 願い し ます 。 
お 取替え いた し ます 。 そ われ 以外 の 責 は 御 谷 お 電話 月 ・ 火 ・ 木 ・ 金 了 M2:00~ こ 5:00 

















容赦 くだ さい 。 機器 の 欠陥 、 不 適合 に よ 谷 096-363-0047 

る 損害 に つい て は 、 一 切 保証 で きま せん 。 郵送 先 ネ 〒862 熊 本 市 大 江 6 丁 目 25-25 
*※ 操 作 方 法 が わか ら な く な っ た り 、 原因 不 金子 ビル 

明 の トラ ブル が 起 っ た 場合 は 、 取 扱い 説 株 式 会 社 キャ リー ラボ 

明 書 を も う 一度 良 く お 読み に な っ て くだ ユー ザー サー ビス 係 


さい 。 パ ソコ ン の 基本 的 操作 法 は 、 パ ソ * ま この 製品 の 無断 複製 ・ レ ンタ ル 等 は 法律 
コン に 附属 され て お り ま す マ ニュ アル を に よっ て 禁じ られ て いま す 。 
ご 覧 下さ い 。 それ で も 解決 で き な い と き 
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銘 は じ め に 」 
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ディ スプ レイ の 中 に は フラ イト シミ ュ 
レー ショ ン の 世界 が あり ます 。 外 に 広 が 
る オア フ 島 の 風景 と 計器 の 動き は 、 ま さ 
こ 実機 の 迫力 で す 。 イ メー ジ し た 軽 飛行 
機 は 、 富士 重工 業 株 式 会 社 製 エア ロス パ 
ル FA-200 で す 。 企画 、 開 発 の 都合 で 、 
エア ロス バル と は 計器 の 型 や 配置 、 車 輸 
(ギア ) が 固定 式 で な く 翼 に 収納 で きる な 
と 実機 と 異な る 点 が あり ます 。 い うな れ 
ば 、 改造 機 を 操縦 し て いる と いう こと に 
な る か も し れ ま せん 。 

フラ イト イン ハワイ の 映像 は 、 今 まで 
の フラ イト シミ ュ レ ーション に さく リア 
ル で す 。 従来 、 線 画 ( フ イヤ ー フ レー ム ) 
で あっ た の に 対し 、 面 男 に な っ て いま する 
地形 や 建物 な ど 物 体 と し て の 存在 感 を 出 
す 為 に 、 太 陽 の 反射 光 の 輝度 計算 、 影 処 
理 、 職 面 処理 な ど 高 度 な 処理 を 行っ て い 
ます 。 例 えば 、 ビ ル な どの 建築 物 は 遠近 
感 を 持っ て いま すし 、 同 じ 物 体 で も 日 陰 
の 面 は 影 が が か か っ て 、 よ り 立 体感 を 増し 
て いま す 。 


















































ハワイ の オア フ 島 を リア ル に 表現 し ま 
し た 。 基 本 デー タ は 実際 の 地図 を も と に 
作成 され て いま す 。 ダイ ヤ モ ン ド ヘ ッ ド や 
真珠 湾 な どの 名 所 を 遊覧 飛行 する の も 楽 
し いで し ょ う 。 実際 の 名 所 の 他 に 、 架 空 の 
物体 や 名 所 を 用 意 し て いま す 。 自由 気 ま 
ま に 飛 行 を 楽し ん で くだ さい 。 小 さ な 物 
体 は 地面 に 充分 近づか な いと 、 良く 見 え 
ませ ん 。 近 づき 過ぎ て 地面 に 激突 し な い 
為 に は 、 高度 な 飛行 テク ニッ ク が 必要 と 
な る で し ょ う 。 腕前 が 上 達し た ら 、 こ れ 
ら の 物件 を 発見 、 視 認 す る こと に チャ レ 
ンジ し て くだ さい 。 単に 飛行 する だ け で 
も 、 山谷 に より 起伏 に 富ん だ 映像 は 、 見 
て いる だ け で も 充分 面白 い 物 に な る と 思 
いま す 。 

フラ イト イン ハワイ は シュ ー テ ィング 
ゲー ム で は あり ませ ん 。 それで は 何 の 為 
に 飛ぶ の か と いう と 、 目的 は 何で も 良い 
の で す 。 橋 の 下 を くぐり 抜け た り 曲 技 飛 
行 な ど の テク ニッ ク を 楽し む の も 良い で 
すし 、 景色 を 眺め て 遊覧 飛行 する の も 良 
いで し ょ う 。 パ ソコ ン 上 で 軽 飛行 機 と オ 
アフ 島 を 手 に 入れ 、 自 由 に 飛び 回 る こと 
が で きる の で す 。 ララ イト ドミ ュ レ ー ジ シ 
ョ ン の 中 で 、 ど の よう な こと を し よう と 
あな た の 勝手 で す 。 あ な た が 死ぬ ぬこ と は 
あり ませ ん か ら 。 
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* FA- 200 エア ロス バル 
証人 人 | 








フラ イト チェ ッ ク 

フラ イト イン ハワイ は 次 の 機器 構成 で 
動作 し ます 。 必 要 な 機器 が そろ っ て いる 
こと を 確認 し て くだ さい 。 


WO 
① 次 の パソ コン で 動作 し ます 。 ま た は 、 
3③ で 指定 する 外 付け ドラ イブ で も 使 























で きま す 。 
PC-9801 VM2/4 
PC- 9801 VF1/2 
PC- 9801UV2 
PC-9801U2 増設 メモ リ が 必要 で す 。 
PC-9801F1/2/3 増設 メモ リ が 必要 で す 。 
② 次 の パソ コン で は ③ で 指定 する 外 付け ドラ イブ が 必要 で す 。 
PC- 9801 VM0 増設 し て VM2 相 当 に し て も 使用 で きま す 
口 PC-9801E 
口 PC-9801M23 内 蔵 の 1M バ イト タイ プ は 使用 で きま せん 。 








的 


外 付 け ド ライ ブ に は 次 の も の が 使用 で きま す 。 

















PC-9831-4W 5 イン チ 640K バ イト タイ プ 

ロロ PC- 9831-UW1 ン 2 3.5 イ ンチ 640K バ イト タイ プ 

ロロ PC- 9831- VW2 背面 スイ ッ チ を 640K バ イト タイ プ に し て くだ さい 。 

性 溢 外 付 け や 増 設 用 の ディ スク ドラ イブ に は 純正 品 を ご 使用 (だ きい 。 相当 品 で も 動作 
は する と 思わ れ ま す が 、 万 動作 し な い 場 合 の 抽 償 は で きま せん 

$④ 次 の パソ コン で は 動作 し ませ ん 。 

XPC-98XA 

XPC-9801 

2 。 PR 




















使用 メデ ィ ア に 合わ せ て 、 ら イン チ と 3.5 イ ンチ の 2 種類 の 製品 が 用 意 さ れ て いま す 。 
8 イン チ 用 、5 イ ンチ 2D 用 は あり ませ ん 。 ま た 、 ハ ー ド ディ スク な ど に コピ ー し て 使用 
する こと は で きま せん 。 
日 5 イシ チ 
口 3.5 イ ンチ 















































3 う 3. メモ リ 

パソ コン 本 体 に 256K バ イト 以上 の メモ リ が 必要 で す 。PC-9801F の よう に 標準 
で 128K バ イト 実装 され て いる 機種 で は 増設 メモ リ が 必要 で す 。 な る べく 多く の メモ リ 
が ある 方 が ディ スク の アク セス の 回 数 が 少な く 、 動作 が スム ー ズ に な り ま す 。 



























































ロロ PC-9801VM0/2/4 実装 メモ リ 384K バ イト 
PC-9801VF1/2 実装 メモ リ 256K バ イト 
PC-9801UV2 実装 メモ リ 384K バ イト 
ロロ PC-9801U2 実装 メモ リ 128K バ イト 増設 メモ リ が 必要 
PC-8801E 実装 メモ リ 256K バ イト 
PC-9801F 1/2/3 実装 メモ リ 128K バ イト 増設 メモ リ が 必要 
人 イイ. ディ スプ レイ 
ご 使用 の 専用 ディ スプ レイ が 使用 で きま す 。 
ロカ ラー モノ クロ 
ロロ デジ タル アナ ロダ 
口 400 ラ イン 口 200 ラ イン 








5. 16 色 グラ フィ クボ ー ド (オプ ショ ン ) 


PC-9801 














VM/ VFU で は 16 色 グラ フィ ッ ク ボ ー ド が 使用 で きま す 。PC-980 














1UV は 標準 で 実装 され て いま す 。 こ の ボー ド と アナ ログ ディ スプ レイ を 使用 する と 、 画 


面 が きれ い に 表 示さ れ ま す 。 








16 色 グラ フィ ッ ク ボ ー ド を 実装 し て いる 場合 、 自動 的 に アナ ログ ディ スプ レイ が 選択 


され ます 。 

















PC- 980 





PC-9801-24 PC-9801VF/ VM 用 











U-02 PC-9801U 








6. サウ ンド ポー ド (オプ ショ ン )) 


PC-9801 
801UV は 標 


VM〆VF ゲ UM/FZE で は サウ ンド ボー ド が 使用 で きま す 。PC-9 
準 で 実装 され て いま す 。 タ イト ルミ ュー ジッ ク や エン ジン 音 な どの 効果 音 


を 出す 他 、 音 楽 を 楽し め ま す 。 サ ウン ド ボ ー ド が な い 場 合 、 音 は 全く で ませ ん 。 


PC- 9801-26 PC-9801VMZVFZM プ FE 用 














PC-9801U-03 PC- 9801U) 

















7. マウ ス ( オ ブ プション 

NEC 製 の マウ ス 、 ま た は 、 ア スキ ー 製 の シリ アル マウ ス が 使用 で きま す 。 MS X 
な どの マウ ス は 使用 で きま せん 。 

マウ ス を 使用 する と き は 、 シ ミュ レー ショ ン モ ー ド の 選択 を マウ ス を 使っ て 選択 し ま 
す 。 マ ウス が つなが っ て いる か ら 、 常 に シミ ュ レ ーション 中 に マウ ス が 使え る と いう 訳 
で は あり ませ ん の で 注意 し て くだ さい 。 (参照 116 ペ ー ジ ) 


PC- 9872 
ロロ アスキー マウス セッ ト (RS-232C 接 続 ) 






























































8. ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 

パソ ンコ ン に より 設定 が 必要 な 場合 が あり ます 。 正 し く 、 ご 利用 いた だ く 為 に 、 ご 確認 
くだ さい 。 
IPC-9801VM 0.2.4 

ディ ッ プ スイ ッ チ は 本 体 正面 右 下 の ス イッ チ と びら の 中 ほど を 押し ます と 、 と びら を 


開け る こと が で きま す 。 
この ディ スプ レイ の スイ ッ チ の 「ON」「OFF」 は 、 ペ ン の よう な 先 の 細い も の で 上 下 


に 動か し て 下さ い 。 


届 | | | 
12345678 下 12345674 









































AAA sw3 全 OFF SWIl 


VOLUME YON 


広 上 図 で 指定 し て いな い ス イッ チ は ユー ザー 側 の 都合 の 良い 方 法 で か まい ませ ん 。 

















1 =? : スー パー イジ ボー OFF 
1 = 8 3 プラ 婦 マ OFF 
2-1 : 必ず OFF 
: ター ミナ ルモード  QFF 


F 
ls 
人 自生 切り 換え モ ド 





























他 の 機種 に つい て は 、 現在 ご 使用 の 設定 で 使用 し ます 。 





語 フラ イト イン ハワイ の 遊び 方 





① 商 品 の ディ スク を ドラ イブ 1 に セッ ト し 
て 電源 スイ ッ チ を ON に し ます 。 


※ 外 付け の B イ ンチ を 接続 し て いる 場合 
は 、 パ ソコ ン 側 の イン ター フェ イス の コ 
ネ ク タ を は ず し て お いて くだ さい 。8 イ 
ンチ ディ スク の 電源 スイ ッ チ を OFF に 
する だ け で は いけ ませ ん 。 








⑫ 自 動 的 に プロ グラ ム を 読み 込み 、 タ イ 
トル 画面 が 表示 され ます 。 


⑬ リ ター ン キ ー を 押す と キー の 説明 画面 
に な り ま す 。 


④ リ ター ン キ ー を 押す と シミ ュ レ ー シ ョ 
ン の 選択 画面 に な り ま す 。 





NEYd【JIWtteo【: 


で Choose 


カー ソル で 選択 し て リタ ー ン キー を 押 
すか 、1 か ら 3 の 数 字 を 押し て リタ ー ン 
キー を 押し ます 。 マ ウス を 使用 する 場合 
は 、 マ ウス を 使っ て 選択 し ます 。 

キー を 押さ な いと 自動 的 に デモ ンス ト 


レー ショ ン モ ー ド 




















な り ま す 。ESC を 





押す と 、 デ モン スト レー ショ ン を 終了 し 
て ② タ イト ル 画 面 に 戻り ます 。 








"マウス の 使い 方 wwwermavawa 


1 Super easy mode、 


2. Normal mode. 


3、Demonstration mode 


number and press RETURN key 








マウ ス を 上 下 に 動か す と 、SIMULA- 
TION MODE の 選択 が 変わ り ま す 。 マ 
ウス の ボタ ン ( 石 で も 左 で も 良い ) を 押す 
と 選択 され ます 。 リ ター ン キ ー を 押し て 
SIMULATION MODE を 選択 する と 、 
マウ ス は 使用 で きま せん 。 
② タ イト ル 、③KEY BOARD COMM- 
AND の 画面 で マウ ス の ボタ ン を 押す と 、 
次 の 画面 に 進み ます 。 











1 Super easy mode. 


簡単 な フラ イト シミ ュ レ ーション が 楽 
し め ま す 。 ラ ダー、 エレ ベー ター、 エル 
ロン は 航空 力学 に 関係 な く 、 自由 に 方 向 

















よう に 自 
写真 撮影 に は 最適 か と 思い ます 。 そ の 他 
の 操作 や 計器 の 見 方 は 、Normal mode. 














ビー 


を 変え る こと が で きま す 。 フ ラッ プ は 剛 と 同じ で す 。 
係 し ませ ん 。 空中 で 静止 し た り UF 0 の a 
* エ レベ ペー ター 下げ ( 機 首 下 ) | *  * 韻 上 和 
* エ レベ ー タ ー 上 げ ( 物 首 上 ) | *  * 半 下 動 
* エレベーター 中立 ………… * 8 右 ボ タン 
六 エ ル ロ ン 右 ( 右 回 転 )…… ” 。， 因 * 二 移动 
衣 工 儿 口 yy 左 〈 左 回 县 ) * ee 的 な 





帘 工 几 口 /中 立 





文 ラ ダー 左 ( 機 首 左 ) 
支 ラダ ー 右 ( 機 首 右 ) 


ルス ロッ トル 上 げ (速度 増 ) 
ルト スロ ッ ト ル 下げ (速度 減 ) 
@ ギ ア (車輪) 出入 
回 マッ プ 





加 | 


FF 
1S」 








回 





HELP 
[Esc 
STOP ]| ※ も う 1 度 押す と 動く 


* 的 左 ボ タン 


※ で 戻る 。 





な 位置 と 姿勢 が と れ ま す の で 








例え ば 、 


[回 を 押す と 機体 は 上 を 向き 


ます 。 回 | を 押す と その 角度 の まま 上 昇 
し て いき ます 。 水 平 飛行 し た いと き は 、 





回 を 押し て 機 間 を 下 に むけ 、 水 3 








『 儀 の 


表示 が 水平 に な っ た 瞬間 に を 押し ま 


す 。 





2. Normal mode. 


一 般 的 な シミ ュ レ ーション モー ド で すむ 
Super easy mode. と 違っ て 随分 高度 な 
テク ニッ ク が 要求 され ます 。 詳 しい 操 作 
方 法 は 、 次 の ペー ジ 以 降 で 説明 し ます 。 


2. Demonstration mode. 
デモ ンス トレ ーション を 行い ます 。 

を 押す と (① タ イト ル 画 面 に 戻り 

ます 。Demonstration mode. で は 画 

面 の 早送り や コマ 送り が で きま す 。 





@ 終了 
9 画面 停止 


9 先送り 











e コマ 送り | SPACE ]| 
e 逆 送り 
回 | 運 す 数 に よっ て スピ ー ド を 変え られ ます 。 


e ノ ー マ ル 再生 | 


※ も う 一 度 押す と 動く 














1. ゲ ー ム 中 は 、 デ ィ ス ク を セッ ト し た ま 3. デ ィ ス ク を 途中 で 抜い た り し た 時 に 、 


ま に し て お いて くだ さい 。 


パン コン が ディ スク を 読も うと する と 














2.16 色 グラ フィ ッ ク ボ ー ド が ある 時 は 自 ティ スク エラ ー(DISK ERROR ) と 
動 的 に アナ ログ モー ド に 選択 され て い 表示 され ます が 、 元 の 様 に ディ スク を 
ます 。16 色 グラ フィ ッ ク ボ ー ド を 使用 セッ ト す る と 再び 動き 始め ます 。 デ ィ 
し て いて デジ タル ディ スプ レイ を 使用 スク アク セス 中 に は 絶対 に ディ スク を 
し て いる と 色 が お か し く な り ま す 抜か な いで 下さ い 。 


IE 本 を 押し て くだ さい 。 他 の 場合 は 


選択 する 必要 は あり ませ ん 。 


ネ デ ジ タル ディ スプ レイ 
* ア ナ ロ グ ディ スプ ピ イ 了 匠 大 


(※16 色 グラ フィ ッ ク ボ ー ド 


そる る る る る る 











使用 時 ) 


か スス スス スス スス ぶる スス ムスメ スス スス ス スス メス エス メス メメ メス メス メス メス メメ スス メス メス スス メス スス メメ メメ エメ メメ メス スム メメ メメ メメ 








次 キー& マ ウス 操作 一 覧 表 






































































































































@ 画 面 停止 e ぁ スロ ッ ト ル 上 げ マッ プ SS A 
e ス ロッ トル 下げ @ ア ナ ロ グ ディス ブレ イ 
し 3 5 
時 @ フ ラッ プ 上 げ (飛行 中 _- 
フラ ッ プ 下げ ( 忠 着 陵 ) ゅ エル ロン 右 ( 右 回 転 
ク 選 所 @ エルロン 中 立 
e ミ ュー ジッ ク 」 
e ゃ エルロン を ( 左 回 和束 ) 
曲目 選択 
7 
因由 上 下川 而 可 加川 本 中 可 TI 
1 2 TE la lls; GND [ll 图 本 
ml lp。 le le 5 本 全 
rn] [os lh, 8 a lleg [fe Tb TN TEI 二 
| WI uu PIE 1 3||| = 
2 ナ W fn スペ ー ス 回 | 5 っ 
@ ラ (机 首 左 ) 
e ヲ ダ 中 立 @ ギア (車輌 ) 出入 
@ ラ ダー 石 ( 機 首 右 ) | @ ギ ア ( 車 輸 ) プレ ー キ エレ ベー ター 下げ ( 機 首 下 ) 
@ エレ ベー ター 中 立 
@ 給 油 (給油 所 で の み ) 
e エレ ベー ター 上 げ ( 機 首 上 ) 
e エ ル ロ ン 中 [5] 上 * エ レベ ペー ター 中 立 
らき エレ ベー ター 下げ ( 機 首 下 ) 
se エ ル ロ ン を (な 回 転 ) 4| へ { 叶 [6 * エ ル ロ ン ち (を a) 








2」| $ エレベーター 上 げ ( 機 首 上 











を エレ ベー ター 下げ ( 機 首 下 ) 
e エレ ペー ター 上 げ ( 機 首 上 ) 





e エレ ベー ター 中 立 





エル ロン 右 ( 右 回 転 ) 














@ エル ロン 左 ( 左 回 転 ) 





@ エル ロン 中 立 

ゃ ラダ ー 左 ( 機 首 左 ) 
e ラ ダー 右 ( 機 首 右 ) 
@ ラ ダー 中 立 





@ ス ロッ トル 上 げ 

@ ス ロッ トル 下げ 

e フラ ッ プ 上 げ (飛行 中 ) 
@ フ ラッ プ 下 げ (離着陸 ) 
@ 給 油 (給油 所 で の み ) 

@ ギア (車輪 ) プレ ー キ 
e ギア (車輌 ) 出入 

ee マップ 

@ ミ ュー ジッ ク 選 択 

e 曲 目 選択 

@ デ ジタル ディ スプ レイ 
@ アナログ ディ スプ レイ 
@ 終了 

を 画面 停 上 








四 回回 四国 四 回回 四 让 加 加 回回 








e 視点 の 移動 


を 押し な が ら 
前 


于 
下 
后 





























※ 1 で R る 。 
※ 無 音 、 エ ンジ ン 音 、 音 楽 





※ 音 楽 の 時 











※16 色 グラ フィ ッ ク ボ ー ド 使用 時 





※ も う 一 度 押 す と 動く 











0 操縦 の テク ニッ ク 


標準 的 な 操縦 方 法 を 解説 し ます 。 あ くま 
で 一 例 と お 考え くだ さい 。 操縦 ミス し て も 、 
人 命 に か か わり の な い コ ンピュータ シミ ュ 
レー ショ ン の 利点 を 活か し て 、 自由 に 操縦 
を 楽し ん で くだ さい 。 





1. 地上 滑走 

ゲー ム ス タ ー ト 時 は 、 滑 走路 に いま す 。 
移動 する 必要 は あり ませ ん 。 
滑走 路 か ら は ずれ る と ゲー ム オ ー バ パー に 
な り ま す の で 注意 し て くだ さい 。 





@⑮ エ レベ ー タ ー や エル ロン 、 ラ ダー は 中 立 
位置 に し ます 。 フ ラッ プ は 上 げ て お きま す 。 











j エレ ベー ター 中 立 














pp ラダ ー 中 立 











フラップ 上 げ 


ーー 
に コ 

人 エル ロン 中立 回 | . 
Tx]| 
臣 








侠 地 上 碟 滑 走 才 吾 场合 、 铺 装 总 机 大 路面 下 
は 、 ス ロッ トル 1000 rpm 程 度 芝生 な どの 
上 で は 1200rpm 程度 で プロ ペラ の 推力 に よ 
り 機体 が 移動 し ます 。 間 違っ て 飛び 上 ら な 
いよ うに 地上 で は あま り ス ロッ トル を 上 げ 
ませ ん 。 


























機体 を 左右 に 曲げ る に は ラダ ー を 使い ま 











す 。 





ラダ ー 左 (機種 を ) |zl 
ト ラダ ー 右 (欄間) 








@ 停 止 す る と き は 、 車輪 に プレー キ を か け 
ます 。 











» ギア (車輪 ) プ レー キ 











@ 計器 の 具合 を 確認 し て お きま す 。 








2. 離陸 


機体 を 滑走 路 に 移動 し ます 。 


⑤ エ レベ ー タ ー や エル ロン 、 ラ ダー は 中 立 
位置 に し ます 。 フ ラッ プ は 上 げ て お きま す 。 





ル ラダ ー 中 立 四 


*75vy7rr 图 


と エレ ベー ター 中 立 加 ・ 門 が タン 
> エ ル ロ ン 中 立 加 .由 sx2> 








燃料 計 を 確認 し て 、 充 分 な 燃料 が ある か 
確認 を し ます 。 燃料 が 残り 少な い 場合 は 、 
滑走 路 の 給油 所 に 移動 し ます 。 給油 所 は 地 
面 に F の マー キン グ が 施さ れ て いま す 。 





給油 (給油 所 で の み ) [El| 








⑮D を 数 回 押し て フラ ッ プ の 位置 が 15 度 
(指示 計 の 真中 ) に な る よう に 調整 し ます 


























ーー ニ 
ルフ ラッ プ 下 ば げ (揚力 増 ) [pl| 
| 
回 『 
き "中 FLAP 
FULL 





@ ブレーキ を 踏ん で 、 停 止 し て お きま す 。 








ルギア (車輌 ) ブレ ー キ [SPAcE 】 





有 

















人 スロットル を 上 げ 、 エ ンジ ン の 回 転 数 を 














約 1500 rpm に し ます 。 エン ジン の 回 転 数 
は 正確 に 合わ せる こと が 難し く 、 お お よそ 
で か まい ませ ん 。 




















ルス ロッ トル 上 げ (速度 增 ) 





エン ジン に 異常 が な いこ と を 確認 し ます 。 
エン ジン 温度 警告 灯 が 異常 を 示し て いな 
いか 確認 し ます 。 


③⑧ ブ レー キ を 離し ます 。 








| p ギア (車輪 ) プレ ー キ | SPACE ] | 





⑧ ゆ っ くり フル スロ ッ ト ル に し ます 。 





| ト スロ ッ ト ル 上 げ ( 速 度 増 ) | 








滑走 中 、 機 体 が 滑走 路 か ら は ずれ そう な 
と き は 、 ラ ダー で 調整 し ます 。 








» ラダ ー 左 ( 機 首 左 ) 
ラダ ー 右 (机 首 右 ) 

















⑧ 離 陸 を 始め た ら 、 速度 約 70 knots を 保 
ち ま す 。 


③⑧ ギア (車輪 〉 を 主 械 に 収納 し ます 。 





ギア (車輪) 出 |Gl 





W 高 度 200 feet 以上 に な っ た ら 、 フ ラッ プ 
を ゆっ くり 上 げ ま す 。 





ルフ ラッ プ 上 げ 图 











⑮ ス ロッ トル を 紋 っ て 約 2500 rpm に し ま 
す 。 フ ルス ロッ トル に し た まま 飛行 を 続け 
ます と 、 エン ジン が 加熱 し て 、 湿度 警告 灯 
が つき ます 。 さらに その まま に し て 置く と 、 
オー パー ヒー ト し て し まい ます の で 注意 し 
て くだ さい 。 








| と スロット ル 下 げ ( 速 度 減 ) [] 





エレ ベー ター を 上 げ 、 速 度 70 ~ 80 knots 
で 上 昇 を 続け ます 。 





» エレ ベー ター 上 げ ( 機 首 上 ) 図 s 








@ その まま 、 高 度 1000fGet ま で 上 昇 し ます 








> っ ーー っ ーー っ ーー 





3. 水平 飛行 


スロ ッ ト ル 、 エレ ベー ター を 適度 に 調整 
する と 水平 飛行 が 楽し め ま す 。 ス ロッ トル 
65%ー75% が 巡航 速度 の 目安 で す 。 燃 料 は 
スロ ッ ト ル を 上 げ て エン ジン パワ ー を 増 せ 
ば 、 増 す ほ ど 減 り 方 が 早く な り ま す 。 燃料 
が 無く な る 前 に 補給 の 為 に 着陸 し な けれ ば 、 
墜落 し て し まい ます 。 設定 され た 領域 を 越 
える と ワー プ し ます 。 自分 の 位置 が わか ら 
な く な っ た ら マ ッ プ を 表示 し ます 。 画面 左 
上 の 地域 番号 と 添付 の マッ プ を 比べ る と 位 
置 が わか り ま す 。 



































と スロ ッ ト ル 上 げ (速度 增 ) ll 
ルス ロッ トル 下げ (人 度 減 ) [sl 




















* 視点 の 移動 一 ~- 


す が 、 首 を 動か し て 別 の 方 向 を 見 る こと 




















マッ プ [mp 過 cge。 
普通 は 正面 の 影像 が 画面 に 表れ て いま * 飛 行 時 間 の 
| 巡航 速度 120knots (高度 2000feet) 


が で きま す 。 


| SHIFT ]| を 押し な が ら テン キー を 押す 
と 視点 が 変わ り ま す 。 





エン ジン 回 転 数 2600 rpm (70% エ ンジ ン 
出 力 ) 





飛行 時 間 約 8 時 間 








人 イ . 旋回 





右 旋 回 する 場合 を 例 に し ます 。 エ ル ロ ン 
と ラダ ー を 同時 に 右 に する と 、 機体 が 右 に 
傾き 、 バ ンク 角 が だ ん だ ん 増し ます 。 バ ン 
ク 角 が 増す と 共に 揚力 が 減少 し ます か ら 、 
エレ ベー ター は 上 げ て お きま す 。 速度 を 一 
定 に する た め に は 、 ス ロッ トル を 上 げ ま すみ 
全て の 力 の バラ ンス が 調和 する と きれ いな 
旋回 が で きま す 。 左旋 回 は この 逆 の 操作 を 






























































行い ます 。 
上 エル ロン 右 ( 右 回 転 ) lel 
ル ラ ダー ( 機 首 右 ) [cj 
» エレ ベー ター 上 げ (机 首 上 ) 
» エル ロン 左 ( 左 回 転 ) 
» ラダー 左 ( 機 首 左 ) [z] 


スロ ッ ト ル 上 げ (速度 増 ) 


























1 水平 右 旋回 時 に お いて 、 エレベーター、 
エル ロン 、 ラ ダー の 3 能 が バラ ンス よく き 





いて いく 状態 
a 
| 

















② ラ ダー に 対し て エル ロン を 効か せ 過 ぎ た 
め 、 バ ンク 角 が 過大 に な り 、 機 は 右 下 に す 
べり 落ち な が ら 旋回 を し て いる 状態 。 エル 
ロン を や や 戻す か 、 ラ ダー を 少し 右 に きか 
せ ば 、 球 は 中 央 に も どり 回 復 す る 。 の と き の 飛 行状 態 





























3 バン ク 角 に 対し て ラダ ー が 右 に 効き 過ぎ 、 
ラダ ー の 効果 で 無理 に 旋回 し て いる 。 ラ ダ 
J 





ー を ゆる め る か 、 エル ロン を 強め れ ば 球 は 
中 央 に も どり 、 回 復 す る 。 


UL/774 
ノ 





1 の と き の 飛 行状 態 


レー 


























5. 上 昇 


スロ ッ ト ル を 上 げ 、 ス ピー ド を 増し 、 エ 
レベ ー タ ー を 上 げ る と 上 昇 し ます 。 上昇 に 
つれ て スピ ー ド が どん どん 減る と き は 、 ス 
ロッ トル の 増し 方 が 足ら な いか 、 エ レベ ー 
ター の 上 げす ぎ で す 。 適 度 に 調整 し な けれ 
ば な り ま せん 。 

どん どん 上 昇 を 続け て いく と 、 空 気 の 密 
度 が 薄く な っ て きま す 。 燃料 が 燃焼 し て エ 
ンジ ン が 回 転 する た め に は 、 空 気 が 必 要 で 
す 。 あ まり 高度 を 上 げ 過 る と 、 エ ンジ ン 効 
率 が 低下 し ます 。 








| トス ロッ トル 上 げ ( 速 度 増 ) 


| » エレ ベー ター 上 げ ( 機 首 上 ) rem 








6. 下降 


エレ ベー タ を 下げ る と 下降 し ます 。 下 降 
する に つれ て スピ ー ド が 増し ます 。 ス ピー 
ド が 増し すぎ る と 、 揚力 が 上 が り 上 昇 し だ 
し ます の で スロ ッ ト ル を 下げ て くだ さい 。 








トス ロッ トル 下げ (速度 減 ) 回 | 


| » エレ ベー ター 下げ ( 機 首 下 ) fe tem 











7. 着陸 
飛行 機 の 提 綻 で 一 番 難し い の が 着陸 で す 。 


着陸 する た め に は 、 先 ず 、 滑 走路 に 進入 
で きる コー ス に 乗り ます 。 普通 の 陸地 や 海 
上 に は 着陸 で きま せん 。 マ ッ プ な ど で て 位置 
を 確認 し ます 。 








ょ マップ ImgtP] x で 戻る 





@ 滑 走路 に 真っ 直ぐ 下降 し て いき ます 。 左 
右 の ずれ は ラダ ー で 調整 し ます 。 





トス ロッ トル 下げ (速度 減 ) |] 
» エレ ベー ター 下げ ( 機 首 下 ) SD 
» ラダ ー 左 ( 機 首 左 ) 





» ラダ ー 右 ( 機 首 右 ) 








⑧ フ ラッ プ を 15 度 、 速度 を 80 knots に 
し ます 。 





» フラ ッ プ 下げ (揚力 増 ) ID] 
ルス ロッ トル 下げ ( 吉 度 減 ) [8] 











⑮ ギ ア ( 車 輌 ) を 出し ます 。 計器 の GEAR 
ラン プ が 点灯 する こと を 確認 し ます 。 車輪 
を 出さ ず に 、 着 陸 し た の で は 胴体 着陸 に な 


っ つて し まい ます 。 





ルギア (車輪) 出入 回 





人 速度 を 徐々 に 下げ 、"70 knots 付近 で フ 
ラッ プ を 最大 に 下げ ます 。 





ルス ロッ トル 下げ (速度 減 ) [1 
ルフ ラッ プ 下 げ (揚力 増 ) 各] 











⑤ ス ロッ トル と エレ ベー ター を 操作 し て 、 
速度 と 高度 を 徐々 に 落と し ます 。6570 ~ 
knots まで 落と し ます 。 降 下 速 度 が あま り 
大 きく な ら な いよ う 注 意 し て くだ さい 。 





と スロットル 下げ ( 宮 度 減 ) ”IE 
エレ ベー ター 下げ ( 機 首 下 ) rem 
と エレ ペー ター 上 げ ( 機 導 上) 区] rem 








⑧ 高 度 計 に 注意 し て 、 着 地 ( タ ッ チ ダウ ン ) 
の 直前 は 滑走 路上 を 失速 ま ぎ わ の 速度 で 、 
ぎり ぎり 飛ん で いる よう に 水平 飛行 し ます 。 





さら に スロ ッ ト ル を 下げ て 、 失速 し た と き 降下 速度 300 feet ノ min. 以下 
に ちょ うど 地面 (滑走 路 ) が ある よう に タッ 。 バ ンク 角 5 度 以下 
チ ダ ウン し ます 。 安全 に タッ チ ダ ウン する ピッ チ 語 6 度 >ーf 度 


条件 は 、 次 の 通り で す 。 








一 23 一 











@ 滑 走路 を 減速 の た め に 滑 




















Ed 





は 還 





輪 の 


レー キ が 働き ます 。 無 理 に 停止 する 必要 は 
あり ませ ん が 、 滑走 路 を 外れ な いよ うに 注 





意 し ます 。 








⑧ 着 陸 し た ら ス ロッ トル を 下げ 、 フ ラッ プ 


を 上 げ ま す 。 ま た 、 





ン 、 ラ ダー を 中 立 位 


一 发 一 工业 二 


置 に 戻し ます 。 











トス ロッ トル 下げ (速度 減 ) 


ルフ ラップ 上 げ 





エレ ベー ター 中 立 


エル ロン 中 立 








b ラダ ー 中 立 














@ 滑 走路 を 移動 する と き は 、 エ ンジ ン 回 転 


数 を 1000 ~1200 rpm に し て 移動 し ます 。 








ルス ロッ トル 上 げ (速度 增 ) 




















8. 荘 落 | 
墜落 、 ま た は 、 着 地 に 失敗 する と 画面 に 
CRASH と 表示 され ます 。 幸い 傷つく の は 
あな た の 精神 面 だ け で す 。 和 肉体 的 に は 被害 
が で な い 設 計 に な っ て お り ま す 。 
CRASH! | 


平常 の 飛行 中 に 山 や 橋桁 、 ビ ル な どの 物体 に が つか つた 。 

















CRASHI! 





The airplane broke up to pieces in the air. 





速度 が 大 き 過 ぎ て 、 機 体 が 空中 分 解 し た 。 


240 knots(123m S) 以 上 の 速度 を 出す 
と 機体 は 空中 分 解 し ます 。 も っ と も 、240K 
nots は 出 そ う と 思っ て も な か な か が 出せ な 
い 速 度 で す 。 











CRASH! 
The airplane landed with gear up. 


ギア (車輪) を 出さ ず に 着陸 、 地 面 に 激突 し た 。 








CRASH! 
The airplane missed runway . 





海面 や 道路 な ど 清 走路 で な い 所 に 着陸 し た 。 





CRASHI! 
Touchdown hard. 











タッ チ ダ ウン (着陸 ) で 衝撃 が 強 す ぎ て 、 機 体 が 壊れ た 。 


無理 な 降下 速度 や 機体 を 傾け て の 着陸 で 
は 、 ギ ア ( 車 輪 ) や プロ ペラ 、 四 な ど 破 壊し 
ます 。 着 陸 の 条件 は 23 ペ ー ジ 着陸 を ご 覧 
くだ さい 。 





让 友 龙 友 丰 友 雪 去 女 广 文 機体 破壊 (クラ ッシュ ) 


降下 速度 300 ~2000 feet。 min. で タッ チ 
ダウ ン す る と 、 機体 は 激しい 衝撃 を 受け ま 
す 。 パ ンク 角 や ピッ チ 角 が 安全 な タッ チ ダ 
ウン の 条件 を 満た し て いな い 場 合 は 、 機 体 
破壊 (クラ ッシュ ) し ます 。 

次 の 条件 で タッ チ ダ ウン する と 、 確実 に 
機体 が 破壊 し ます 。 


* 降下 速度 2000feet min. 以上 
* バ ンク 角 20 度 以上 
ピッチ 角 一 5 度 以下 、 ま た は 、11 度 以上 


真 友 丰 友 丰 丰 真 友 友 走 丰 真 丰 丰 友 去 妈 雄 喜 友 丙 真 真 丰 丰 丰 





キキ キャ キキ キキ キキ キキ キキ ヤキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キャ キキ キキ キキ キャ キキ キヤ ャ ヤキ キャ キャ 





OD) 条 件 太 女 女 友 女 太太 灾 太 女友 友 广 女 庚 女 碎 妇 南 


キャ キキ キャ キキ キャ キャ キキ キャ キャ キャ ャ キャ ャ キャ ャ 





| Overrun! 








離着陸 で 滑走 路 走 行 中 に 滑走 路 を 外れ た 、 行 き 過 ぎ た 。 











| You ran out of fuel. 








燃料 切れ で 飛行 、 地 上 滑走 で き な い 。 


TNT IT TI TI 


燃料 が な く な っ て も 、 充 分 な 速度 を 維 
持 し て いる 場合 は 、 グ ライ ダー の よう に 
飛行 を 続け る こと が で きま す 。 う まぐ 操 
縦 を 続け て 、 飛行場 に 着陸 し 、 給 油 所 に 
移動 し て 給油 する こと が で きれ ば 、 再び 、 
シミ ュ レ ーション を 続け る こと が で きま 
す 。 ほ と ん と ど 不 可能 だ と 思い ます が 。 














9. 曲 技 飛行 


飛行 技術 が 上 達 す れ ば 、 曲 技 飛行 も 夢 で ジン が 働き ませ ん 。 ママ イ PA 
は あり ませ ん 。 し か し 、 か な り 高 度 な 技術 は 、 背 面 飛行 中 も エン ジン は 順調 に 働き ま 
sc 和 す 
が 要求 され ます 。 こ の 解説 書 で は 具体 的 な e - ーー 
提 縦 法 は 説明 し て いま せん 。 参 考 文献 を ご 参考 文献 FA-200.180 OWNER'S 
覧 くだ さい 。 な お 、 背面 飛行 中 、 実機 は エ HANDBOOK (又 克文 六 林 ) 
ンジ ン の 構造 上 の 利 由 で 、 短 時 間 レ し か エン 








CLOVER LEAF 


IMMELMANN TURN 
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FA-200 エア ロス バル 
カタ ログ より 抜粋 





5 飛行 機 の 原理 





飛行 機 の 操縦 系 を 通し て 、 飛 行 機 の 飛ぶ 原理 を 簡単 に 説明 し ます 。 

1 . 揚力 

翼 の 断面 に 風 を 当て て みる と 、 異 は 上 に 上 が ろう と し ます 。 こ の 力 を 揚力 と い 
いま す 。 翼 の 上 の 面 で は 気流 が 速く な り 、 圧 力 が 小さ く な っ て いま す 。 一 方 、 下 
の 面 の 圧力 は あま り 変 わり ませ ん 。 こ の 圧力 の 差 が 翼 を 上 に 持ち 上 げ よ うと する 
揚力 で す 。 

気流 が 速い 程 、 こ の 翼 の 上 下 の 圧力 差 は 大 きく な り 、 揚 力 が 大 きく な り ま す 。 
また 、 気 流 が 一 定 の 場合 は 、 翼 と 気流 の 角度 ( 迎 角 ) を 大 きく と る と 、 揚 力 は 増し 
ます 。 一 定 の 揚力 で 飛行 する 為 に は 、 低 速 の 場合 は 迎 角 を 大 きく し 、 高 速 の 場合 
は 迎 角 を 小さ きく すれ ば 良い こと に な り ま す 。 

















空気 の 流れ が は や い 一 
ーー 








ーー シー 空気 の 流れ が お そい __。 





翼 の 表面 を 気流 が 流れ る と き 、 翼 の 後ろ の 気流 が は が れ 、 渦 が ま . く こと が あり 
ます 。 こ の 渦 の 部 分 は 、 気 流 の 流れ が 遅く 、 揚 カカ に は な り ま せん 。 例 えば 、 離 着 
路 な どの 低速 飛行 時 に 揚力 を 増 そ も うと し て 、 翼 の 迎 角 を 不用 意 に 増し て いく と 、 
気流 の は が れ が 急激 に 起こ り ま す 。 こ うな る と 揚力 が な く な り 失 速 し ます 。 飛行 
し て いる と き は 、 当 然 、 墜 落 に な り ま す 。 


「 
低速 飛行 | 揚力 


























2. 飛行機 の パラ ンス デア 

水平 飛行 中 の 飛行 機 は 、 揚 力 、 推 力 、 抗 力 、 重 力 の 4 つの 力 の バラ ン ス が と れ 
て いま す 。 揚力 は 主 糞 に 発生 する 上 向き の で す 。 推 カ は プロ ペラ が 機体 を 前 に 
引っ 張る 力 で す 。 抗 力 は 気流 の 中 を 飛ぶ と き の 空気 摩擦 で す 。 重 力 は 機体 に 加わ 
る 総 重量 で す 。 推 力 は 抗力 に 等 し く 、 揚 力 は 重力 と つ リ り 合 っ て いま す 。 











推力 











3 . 飛 行 機 の d 軸 

飛行 機 は 地上 を 走る 自動 車 に 比べ て ずっ と 複雑 な 運動 を し ます 。 飛行機 の 重心 
位置 を 原点 に し た 直交 座標 系 を 考え て み ま す 。 機 体 の 動き は 、 ロ ー リ ング 、 ヨ ー 
イン グ 、 ピ ッ チ ング の 3 つの 動き に 分 解 さ れ ま す 。 




















4 . バ ンク 角 
ある 半径 で 旋回 する と き は 旋 


と 遠心 力 








十 














ロ 








H 心 の 反対 側 に 遠心 が 働き ます 。 遠 心 力 と つ 





りあ い を と る た め に バン ク 角 が 必要 で す 。 急 旋 


ロ 





の 場合 ほど 大 き な 遠 心 カ が 働き 、 





大 き な バ ンク 角 に な り ま す 。 例 えば 、 バ ンク 角 


45 度 で は 重力 と 遠心 力 の 合力 は 、 


1.4 倍 、60 度 で は 2 倍 に も 達する の で 、 揚 力も それ に 合う よう に 、 コ ンド ロー ル 





ハン ドル を 引い て エレ ベー ター を 上 げ 能 に する , 


必要 が あり ます 。 





バン ク 角 












遠心 
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FA-200 エア ロス バル 














飛行 機 の 操縦 の 基本 構成 は 、 コ ント ロー ル 八 > K 儿 ( 操 继 杜 )、 了 YY 下 人 多 儿 
(踏み 棒 ) と 、 エ ンジ ン の 出力 コン トロ ー ル する スロ ッ ト ル レバ ー の 3 つ で す 。 
フラ イト シミ ュ レ ーション で は 、 コ ク ピ ッ ト の 操作 系 を キー ボー ド や マウ ス で 代 
用 する こと に な り ま す 





/ パイ ロッ ト 














コパ イロ ッ ト 、 
(機長 席 ) ( 副 操縦 者 席 ) 
スロ ッ ト ル レバ ー 
PS ( エ シ ジ ン 出 坊 を 旬 作 ず まる) Xー デ ーーー デー デー デー 
コン トロ ー ル ハン ドル フッ トペ ダル 
(エル ロン と エレ ベー ター を (ラダ ー を 操作 する 。) 
操作 する 。 ) 





1 . エ レポー ター 





エレ ベー ター は 水 半 


F 尾 間 に あり 、 左 右 同時 に 動き ます 。 エ レベ ー タ ー を 上 げ る 





と 機 間 は 上 を 向き 、 逆 に 下げ る と 機 音 は 下 を 向き ます 。 








* エ レベ ー タ ー 上 げ ( 機 普 上 ) 9 下 移動 
* エ レベ ー タ ー 下 げ ( 機 首 下 ) 上 移動 
* エレベーター 中 立 四 由 右 ボ タン 





| コク ピッ ト に は 、 エ レベ ー タ ー の 角度 が 表示 され ます 。 
実機 で は コン トロ ー ル ハン ドル を 手前 に 引く と 機 昔 は 上 を 向き ます 。 反 対 に 


ます 。 


岬 す と 機 首 は 下 を 向き ます 。 コ ント ロー ル ハ ンド ル に は 、 こ の 他 に 、 棒 状 の も の 
が あり ます 。 この 場合 は 床 か ら 伸 び た 棒 を 前 後に 動か し て エ レベ ー タ ー を 操作 し 














ーUp 
ー Down 























2 . エ ル ロ ン 











エル ロン は 主 本 に あり 、 左 右 の エル ロン は 逆 に 動き ます 。 右 翼 の エル ロン が 上 
が り 、 左翼 の エル ロン が 下がる と 機体 は 右 に 傾き ます 。 コ ク ピ ッ ト か ら 見 た 風景 
は 左 に 傾き ます 。 旋 回 し た いと き は 、 同 時 に ラダ ー や スロ ッ ト ル を 操作 する 必要 
が あり ます 。(19 ペ ー ジ 、 旋 回 参照 ) 











* エ ル ロ ン を (を 回転) BD 
* エ ル ロ ン 中 立 回 | 邊 を ボタ ン 
#* 工 儿 口 > 右 ( 右 回 二 8D 





コク ピッ ト に は 、 エ ル ロ ン の 角度 が 表示 され ます 。 
実機 で は コン トロ ー ル ハン ドル を 右 に 回 す と 機体 は 右 に 傾き ます 。 左 に 区 す と 
機体 は 左 に 傾き ます 。 棒状 の コン トロ ー ル ハン ドル で は 左右 に 動か し て 機体 を 操 


作 し ます 。 

















角山 山中 


ーー 
AILERON 


* 左 回 転 モー メン ト 
































= 
ラダ ー は 垂直 尾翼 に あり 、 機 首 を 左右 に 向け ます 。 





* ラ ダー 右 ( 機 首 右 ) 
* ラ ダー 中 立 図 
* ラ ダー を ( 機 間 を ) |z] 


コク ピッ ト に は 、 ラ ダー の 角度 が 表示 きれ ます 。 

実機 で は フット ペ ダル が ラダ ー の 操作 と 離着陸 時 の 車輪 の ブレ ー キ 操作 を 兼ね 
て いま す 。 カ カト で ペダ ル 全 体 を 動か す と ラダ ー が 動き 、 ツ マ 先 で ペダ ル を 倒す 
と ブレ ー キ 操作 に な り ま す 。 右 の フッ トペ ダル を 押せ ば 右 に 曲がり ます 。 左 を 押 
す と 左 に 曲がり ます 。 























iin 


に = 
RUDDER 























ッ ト ル 























自動 車 の アク モル を ふか す と エ 


スロ ッ ト ル は 、 自 動車 の アク セル と 同じ で す 
ンジ ン 出 力 が 増し 、 ae 増す よう に 、 飛 行 機 の スロ ッ ト ル を 上 げ る と エン ジ 
ン 回 転 数 が 増し 、 揚 力 が 増し ます 





* 又 口 y 下 儿 上 (速度 增 加 | 
ッ ト ル 下げ (速度 減 ) 











ネス 


























チマ テツ ザ 


フラ ッ プ は 、 NE ON i 
プ を 下げ る と 推力 が 増し ます 。 そ の 代わ り リ 、 フ ラッ プ 自 身 は 空気 抵抗 と も な り ま 
す の で 、 飛 行 中 は 上 げ て お は き ま KW 








* フ ラッ プ 上 げ ( 飛 行 中 ) 
* フ ラッ プ 下 げ ( 揚 力 増 ) 5] 





コク ピッ ト に は 、 フ ラッ プ の 角度 が 表示 され ます 。 











揚力 大 
た だ し 抗力 も 大 | 


| Full 














6 . ギア (車輪) 


フラ イト イン の 機体 は 、 飛 行 中 に 車 輸 を 主 軸 に 収納 する こと か で きま す 。 着 際 
の と き 、 車 輪 を 出す の を お わす れ な 〈 く 。 エ アロ スパ バル な どの 民間 用 の 軽 飛行 機 で 
は 、 固 定式 車輪 の も の が 多い よう で す 。 












































* ギ ア ( 車 輸出 入 el 








コク ビ ピット の GEAR の ライ ト が 付い て いる と き は 、 車 輪 が 出 て いま す 。 ラ イト 
が 暗い と き は 、 収 納 さ れ て いま す 。 














ライ ト が つい て 明る い 











/、 レー キキ 


ツマ 先 で フッ トペ ダル を 倒す と 車輪 の ブレ ー キ 操作 に な り ま す 。 あ くま で 車 輸 
の ブレ ー キ で すか ら 、 飛 行 中 に プレ ー キ 操作 を し て も 意味 が あり ませ ん 。 離 着陸 
や 地上 走行 の 時 に 使用 し ます 。 














\* ギ ア ( 車 輸 ) ブ レー キ [sracE | | 








一 38 一 





全 油 所 尼 、 





飛行 場 の で 還 を 押す と 、 燃 料 が 満 タ ン に な り ま す 
F ド の マー ク が 書い て あり ます 。 人 飛行 場 に は 必ず 1 個所 あり ます 。 





また 、 飛 行 中 
4 


さい 


江 
7 








| * 給 油 (給油 所 で の み ) 











- ジ ッ ク ボ ー ド を 装備 し て いる 場合 に は 、 タ イト ルミ ュー ジッ 
ク や 効果 音 な ど を 出す こと が で きま す 。 - ジ ッ ク ボ ー ド が な い 場 合 、 音 は 全 
く 出 ませ ん 
| _ 
| * ミ ュー ジッ ク 選 択 ※ 無 音 ・ エ ンジ ン 音 ・ 音 楽 


* 曲 目 選択 


























HEtP | を 押す と 、 上 空 か ら 見 た 地上 の 風景 を 見 る こと が で きま す 。 画 面 の 横 方 
向 が 約 33 km で す 。 自 分 の いる 場所 が わか ら な く な っ た と まき 、 地 図 と 合わ せ て 見 る 





E 認 で き 


きま す 。 画面 に 左上 に は 、 マ ッ プ の 地域 番号 を 表示 し ま 


(全 


と 、 位 置 を 








し た "7 HELP 























航空 計器 を 用 途 別に 分 類する と 次 の よう に な り ま す 
飛行 計器 Flight instruments 


旋回 傾 





@ ぢ 航法 計器 Navigation instruments 





コン バス 指示 計 、 


距離 指示 計 、 方 位 計 な ど 移 動 の 為 の 航法 に 必要 な 計器 を いい 


エン ジン 計器 Engine instruments 
転 計 、 排 気温 度 


る その 他 の 計器 Miscellaneous instruments 





ロ 











t 油 量 計 な ど エ ンジ ン 関 係 の 計器 を いい ます 。 











ギア (車輪 ) ・ フ ラッ プ 位 置 指示 計 


の 計器 を いい ます 。 


、 電 流 計 な ど 機 体 各部 の 作動 状態 を 知る 





し て いま す 。 








速度 計 エル 


























い WW リ / ば 
に 








エレ ベー タ フ ダ ー ギア (車輪 表示 ) 傾斜 計 失速 警告 灯 温度 警告 灯 





高度 が 高く な る と 気圧 が 低く な る と いう 関係 を 利用 し た 気圧 
上 か ら の 高度 で | 








は あり ませ ん 。 山 の 上 を 飛ぶ と き は 、 山 の 高 さ に 注意 
い 。 台 風 の と き な と 気圧 が 低 が る よう に 同じ 高度 で も 基準 と な る 大 気圧 が 異な る 
と 表示 が 違っ て きま す 。 フ ライ トシ ミュ レー タ で は 調整 作業 は 省略 し て いま す が 、 
実機 で は 出発 時 に 調整 する 必要 が あり ます 。 高 度 は feet ( 





ィ ー ト ) 単 位 で 表し ま 



































す 。 
_ 換算 表 
feet meter mile 
1 0.3048 | 0.0001893 
3.281 1 0.0006211 
5282 1610 1 








速度 計 ( 対 気 速度 計 ) 
飛行 機 に 当る 気流 の 速度 ( 対 気 速度 ) を 示し ます 。 風速 を 加え て 対地 速 し 
す 。 フ ライ トイ ン ハ ワイ で は 、 風 速 は 常に 0 と な っ て いま す 。 で すか ら 対 気 束 』 
対地 速度 と な ) ます 。 速度 は knots( ノ ッ ト ) 単位 で 表わし ます 。kt と 書い て あ 
場合 や mile( マ イル ) 単位 の mph で 説明 し て ある 文献 が お あり ます の で 、 注 意 し て 《 








度 と 


度 
度 
る 























换算 表 
knots km/h mph 
1 1.852 | 1.150 
| 0.5400| 1 0.621 
_ 0.8693| 1.60 | 1 





























3. 昇降 計 
機体 の 昇降 率 を 表示 する 計器 で す 。 水平 飛行 の と き は ゼロ を 示し て いま す 。 昇 
x 


降 率 は feet ズ min 単位 で 表し ます 。 








Ye 


Sh 
1 X00 3 














水平 儀 


ジャ イロ を 利用 し て 、 自 然 の 水平 る 





人 工 の 水平 線 
ー ル も 表示 し ます 
ビッ チ は 青色 と 黄色 の 境界 が 上 下 に 移動 する こと で て 示し ます 。 
る と き は 機体 が 下 を 向い て いま す 

= 六 





トラ イ ゾ ン バー) を 指示 し ます 。 同 時 に ピッ チ と ロ 





ドド に ある と き は 、 上 を 向い て いま す 。 
で 示し ます 。 翼 の 左右 の 傾き が 計器 に 表れ ます 。 











バン ク 角 (ロー ル を 示す ) 

















人 工 の 水平 線 の 上 下 で 
ピッ チ を 示す 。 




















5. 傾斜 計 

傾斜 計 は 、 水 平 儀 と 一 緒 に マウ ント され て いま す 
方 向 、 す な わ ち 見 か け の 重力 方 向 に 移動 し ます 。 
線 飛 行 中 、 針 と 球 は 中 央 に あり ま 


石 に 動き 、 パ イロ ッ ト は 環 が 右 に バン ク し た こと が 分 か り ま す 


ンー 
OD ee 











水 也 











6. 失速 警告 灯 
飛行 速度 が 遅 遇 ぎ た り 、 迎 え 角 が 大 きす ぎ 
いと 、 機 体 は 落ち て 行き ます 。 失 速 し た 場合 、 コ クビ 


て 行き 
きま す 。 ス ロッ トル を 上 げた り 、 


た り し て 、 重 力 に 打ち 勝つ 揚力 が な 
ト の STALL の ラン プ が 付 


迎え 角 を 抑え た り し て 、 揚 力 を 増し て 





で くく が 
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で くす だ さ ゅ 。 





















































8. エン ジン 回 転 計 


1 分間 当たり リ の 回 転 数 (rpm) で エン ジン 回 転 数 を 表示 し ます 。 











9. 温度 警告 灯 
フル スロ ッ ト ル の まま 、 飛 行 を 
を 起こ し ます 。 温度 警 6 


っ た と き 、 ラ ンプ が 付き ます 。 ス ロッ トル を 下げ て く 








E け る と 、 エ ンジ ン が 加熱 し て オー バー ヒー ト 


灯 は 、 エ ンジ ン の 排気 温度 





し て 、 異 常 な 高温 に な 


オー バー ヒー ト す 






る と 、 エ ンジ ン 効 率 が 20% 和 落ち ま す 。 閉 陸 し て も 人 











が "1 


で きま す 
























il ブラ イセ ンス 登録 申 





sa 
フラ イト マッ プ を 参照 し て 、 ど の 場所 に ある か ご 記入 の 上 お 送り くだ さい 。 

全て の 物件 を 正しく 見 つけ られ た 方 は 、 ラ イセ ンス 認定 証 を お 送り し ます 。 ま た 、 当 
社 の ユー ザー 誌 「 チ ャ レン ジャ ー ズ 」 に 掲載 いた し ます ほか 、 記念 品 を 差し 上 げ ます 。 
(記念 品 の 数 に 限り が あり ます の で 、 あ ら か じ め ご 承知 お きく だ さい 。) 































































































フラ イト イン ハワイ PC-9800 シ リー ズ 
お 電話 | = j= ) 
地 域 | 物 件 (オア フ 島 )| 地域 | 物 。 件 ( 海 じ 
Tr3 本 T 2 ー 
(E7) ヒル トン ホテ ル (E6) | ラ ェ ッ 
飛行 場 (出発 し た 所 と 別 ) 内 
9 棟 の うさ ぎ 小 屋 と 緑色 の (3 隻 あり) 
屋根 の 民家 上 
黄色 の 屋根 の 民家 | | 滑走 路 (2 個 所 あり ) 
山小屋 | 5 (ピラ ミッ ド の WW な 
ゴル フ 場 島 (3 本 クロ ス の 記念 碑 ) 
| 学校 沈 没 的 ” 廊 和 | 
3 標 寄 り 添っ て いる ビル STAR 
| 9 棟 寄り 漂っ て いる 民家 MAZE 
[L 宁 型 OP 几 飛行 機 
来 この 他 、 オ アフ 島 の 上 に は 、 ピ ビル 、 民 家 、 道 路 、 橋 な ど 多 く が 点 在 し て いま す 。 
また 海上 に は 架空 の オア フ 島 が あり 、( ) 内 の 地域 番号 は 架空 の オア フ 島 の も の で す 。 


オア フ 島 上 の 物件 に 














し て は 、 出発 








し た オア フ 島 の 地 





域 番号 を 書い て くだ さい 。 
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| 語 あと が き 


| フラ イト イン ハワイ を お 楽し みい た だ け ま し た 
で し ょ か 。 今後 の より 良い ソフ トウ ェ ア 作 り の た 
め に 、 皆様 か ら の ご 意見 ご 感想 を お 待ち し て お 
り ま す 。 

最後 に な り ま し た が 、 解説 書 を 制作 する に 当 た 
り . 富士 重工 業 株 式 会 社 広報 室 の 方 に 大 変 お 世話 
に な り ま し た 。 厚く 御礼 申し 上 げ ま す 。 


*FA-200。 180 OWNER'S HANDBOOK 

















e 製品 交換 と ご 注意 

1. 本 製品 が 御 購 入 時 に . 指定 シ ステ ム の 正常 な 状 
態 で 動作 し な い 場 合 は , 同種 の 良品 と 交換 させ て 
いた だ きま す 。 お 取り 扱い 方 法 の 誤り 、 ま た は 

あき ら か に お 客 様 の 過失 に よる 不良 、 も し く は 

破損 と 認め られ る 場合 は 当社 規定 に より 交換 実費 
を 請求 させ て いた だ きま す 。 

『. 指 定 コン ピュ ー タ が 製造 を 中 止 さ れ て か ら 1 年 
以上 過ぎ る 場合 は 、 保 証 で き な い 場合 が あり ます 。 
3. 本 製品 は 指定 コン ピュ ー タ シス テム に 対し 1 
セッ ト の ご 時 人 が 原則 と な っ て お り 、 プロ グラ ム 
・ マニ ュ ア ル ・ そ の 他 製 品 中 に 含ま れる 全て の 物 
品 の 単品 販売 は 致し ませ ん 。 ま た 、 全 て の 物品 に 
つい て 株 式 会 社 キャ リー ラボ か ら 文 午 に よる 詐 諾 
を 得 ず に 、 複 製 す る こと は 禁じ られ て お り ま す 。 

4 本 製品 の 使用 に より ます いか な る 利害 に 対し て 
も 、 貢 任 を 負い ませ ん 。 

5. 製 品 の 内 容 が 予告 な く 変 わる こと が あり ます 。 
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